










年では約 150 万人で，さらに，2015 年までには約 250
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学生を対象に，Semantic Differential 法（SD 法）に
よるものが多くみられる．
　保坂ら 1）は，大学生を対象に高齢者のイメージを，
｢明るい－暗い ｣，｢ きれい－きたない ｣，｢ 積極的－








たたかい ｣，｢ やさしい ｣，否定的な側面では ｢弱い
｣，｢ 頑固 ｣などであった．また高齢者観については，
｢今の高齢者はもっと大切にされるべきだと思います
か ｣，｢ 高齢者は社会の役にたつと思いますか ｣とい
う質問に ｢（やや）そう思う ｣という回答が多いが，
その一方で，｢高齢者と近づきになりたいと思います



















もので，それは ｢弱い ｣，｢非生産的 ｣，｢遅い ｣など
であった．一方，肯定的なイメージとしては，｢あた
たかい ｣，｢ 優しい ｣などがあげられた．因子分析に
よって ｢有能性 ｣，｢活動･自立性 ｣，｢幸福性 ｣，｢協
調性 ｣，｢温和性 ｣，｢社会的外向性 ｣の６因子が抽出
され，中でも能力に関連する ｢有能性 ｣( 知恵や人格





























































































































9）は高齢者との ｢現在の接触経験 ｣よりも ｢過去の接
触経験 ｣が，高齢者のイメージに影響を与える可能性
を指摘している．
　久世 9）は，大学生を対象に，｢あかちゃん ｣，｢ こ






｢評価 ｣，｢円熟性 ｣，｢強度 ｣の３因子が抽出された．
この３因子のうち，高齢者については ｢強度 ｣の因子
がもっとも否定的に評定されていた．接触時期や頻度




































































































































































イメージ項目は，保坂ら 3) による 50項目の形容詞対，奥

























































２） 保坂久美子，袖井孝子：大学生の老人イメージ - SD
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